
海・山・太陽の幸が循環する２万人のまちプロジェクト

枕崎市 （令和4年６月）

■事業の概要

本事業は，脱炭素社会を地域から目指す分散型エネルギーインフラ整備の取組として，枕崎市や市内企業が出資して設立する自治体新電力を中心に，
再生可能エネルギーの地産地消，分散型電源強化事業及び地域課題の解決に資するまちづくり事業を，市民，事業者及び行政が一体的に推進し，枕
崎市域の内外に多様な価値を生み出す地域エネルギー社会の実現を目指すものです。

■枕崎市が目指す地域エネルギー社会の全体像

分散型エネルギーインフラプロジェクトマスタープラン 概要版

■マスタープランの目標

再生可能エネルギー電力比率を2030年度までに100%に高める

■地域エネルギーインフラ事業

■地域新電力事業の成長戦略

フェーズ1

FY2022-FY2024

フェーズ2

FY2025-FY2027

フェーズ3

FY2028-FY2030

地域エネルギー政策の考え方 始動期 加速期 発展期

売上高 (電力販売収入) 2億円/年 4億円/年 6億円/年

昨今の社会情勢から判断し、自治体新電力の
設立は、当面の間、見送りとなりました。


